
QI 項目の解説 

分 子 : 入 院 2 日 目 ま で に 抗 血 栓 療 法 も し く は 抗 凝 固 療 法 を 受 け た 患 者 数  
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分 母 : 18 歳 以 上 の 脳 梗 塞 か TIA と 診 断 さ れ た 入 院 患 者 数  
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脳 梗 塞 急 性 期 に お け る 抗 血 栓 療 法 と し て 、 発 症 48 時 間 以 内 の ア ス ピ リ ン 投 与 が 確 立 さ
れ た 治 療 法 と な っ て い ま す 。ま た 、「 急 性 期 脳 梗 塞 治 療 ガ イ ド ラ イ ン 2013」で は 、脳 梗 塞
急 性 期 に お け る 抗 血 小 板 療 法 と し て 、 ア ス ピ リ ン を 脳 梗 塞 発 症 か ら 24～ 48 時 間 以 内 に 投
与 す る こ と を 推 奨 し て い ま す 。し た が っ て 、適 応 の あ る 患 者 に は 第 2 病 日 ま で に 抗 血 栓 薬
の 投 与 が 開 始 さ れ て い る こ と が 望 ま れ ま す 。  

 

 

QI 指 標 の 定 義 ・ 計 測 方 法  
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重 症 例 が 多 く 、 治 療 最 初 か ら 抗 血 小 板 剤 の 必 要 な 例 が 多 い 状 態 で す 。  

2020 年 と 2019 年 を 比 較 す る と 、 特 に 変 化 は あ り ま せ ん で し た 。  
                                    

  
今 後 、 よ り 検 査 （ MRI・ 頸 動 脈 エ コ ー ・ 心 エ コ ー ） 結 果 と エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 投 薬

と 治 療 の 対 応 が 必 要 と 思 わ れ ま す 。    

                      

今 後 、 よ り 検 査 （ MRI・ 頸 動 脈 エ コ ー ・ 心 エ コ ー ） 結 果 と エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 投
薬 ・ 治 療 対 応 が 必 要 で す 。  


